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おじいちゃんと

　　一緒に冬支度
雪も時々ちらついた11月28日（幻、重地の鈴

木軍平さん宅では、庭先のビニールハウスの

後片づけです。寒い中、おじいちゃんと一緒

に孫の拓海くんも冬支度のお手伝いをしてい

ました。
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薯圃　
　
　
　
含
勃
瓢
，
．
曇
塑
轟

　
今
後
の
営
業
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
清
津
ス
キ
ー
場
で
す

が
．
村
と
㈱
上
越
観
光
開
発
と
の
話
合
い
の
結
果
、
今
シ

ー
ズ
ン
も
営
業
日
を
指
定
す
る
な
ど
し
て
、
営
業
続
行
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
名
前
も
上
越
国
際
清
津

ス
キ
ー
場
か
ら
、
新
た
に
門
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
」

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

名前変更」
』ヒ越国際

清潭スキー場

◆
駐
羅
累
需
ー
輝
⑪
＆
鶴

o
営
業
は
い
つ
か
ら
？

　
　
　
12
月
3
0
日
ω
か
ら
3
月
2
5
日

A
製
で
の
営
業
に
奮
ま
募

降
雪
の
状
況
で
変
わ
る
場
ム
ロ
も
あ
り

ま
す
。

⑨
　
営
業
目
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
　
年
末
年
始
、
士
日
、
祝
日
、

A
学
校
嚢
の
日
小
学
生
の
な

か
さ
と
交
流
く
云
￥
雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル

な
ど
3
8
日
の
営
業
に
な
り
ま
す
。
（
詳

し
く
は
、
別
表
の
営
業
カ
レ
ン
ダ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

躍翁薗豊罎肺置津屡翠一』煽

　　営藁””勢智ロー
　　　※自ヌキ獣字ガ営築日です。

1　月　　火　　水　　木　　金　　1日 月 火 水 木 金 土

珊＝　　檸 ㊥
⑳

　
　
　
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
発
行
の

Q
リ
フ
ト
券
等
は
使
え
る
の
？

　
　
　
上
越
国
際
ス
キ
i
場
発
行
の

A
リ
フ
ト
券
●
優
待
券
。
割
引
券
●

そ
の
他
す
べ
て
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
J
フ
リ
ー
ク
〈
云
員
力
ー
ド
の

使
用
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

Q
　
料
金
等
は
ど
う
な
る
の
？

　
　
　
リ
フ
ト
券
や
レ
ン
タ
ル
料
金

A
は
別
表
料
金
表
の
よ
う
に
喬

ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土

② 0・華 繋

⑦ 0『 灘　　、． 鷲 ㊦
⑭・ 鷺 ⑳
⑳、： ㊧
⑳甑漕

》
案
内
看
板
も
新
し
い

　
　
　
　
　
名
前
に
変
更
さ
れ
ま
し
た

目 ．月 火 水 木 金 土

肇

④ ⑩
⑫、．・ ⑯ ⑰

Φ舜 ⑳ ⑳ ㊤ ㊥ ⑳
㊧、

日 月 火 水 木 金 土

④ ⑩

0鷺 藁FF』⑰

⑩ ⑲ ⑳－ ⑳
㊧ 灘 簿　、 灘 灘

2



｛
螺
　
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
は
？

　
　
　
ム
フ
シ
ー
ズ
ン
の
状
況
を
見
て

A
検
討
し
萱
ム
フ
讐
営
業
続

行
で
き
る
よ
う
、
大
勢
の
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
（
猛
6

3
1
2
7
7
8
）
ま
た
は
、
中
里
村

観
光
協
会
倉
6
3
－
3
墨
6
8
）

　　　　　　　　　　　繊　　　　　　　　　釜　　　　　　　剃　　　黛藝蝦
華リフト料金

　o

o
D

0
　
0000　．

　
㌧

O　
O

o

弐人料金 小人料金
1　　　回　　　券 400円
1　　　日　　　券
　（8二30～16二30） ろ，500円 ろ，OOO円

　半　　　日　　　券
（8二30～13二〇〇・12：00～16：30） 2，000円 1，500円

シルバー1、日券
　（60歳以上の方） 2，000円

身障者　1　日券 2，000円 1，500円

優　　　待　　　券 2，000円 2，000円

シ　ー　ス　ン　券 28，000円 ／5，000円

4
。
．
〃

0　　9助へ、
　　w●

0’一〇

ノ～ノ）・

　）　　））

※積雪状況・気象状況により、リフト運転時間を変更する場合がありま

　すので、ご了承ください。

　　　　　　＿　　　　轡レンタルスキー料金
良。

）●
0、

　
，
‘
げ

　
膨

O

）

大人用 榔人用

スキー 2，000円 ／，000円

フ、一ツ ／，000円 500円
ストック 500円 500円
セツト ろ，OOO円 2，000円

0窃

、
．
♪

00
＼η。

く需

命優待券（20％OFF）

　レンタルスキー・ボード料金φレンタルボード料金
ヘ

ヘ大人用 小人用
スキーセット 2，400円 ／，600円

ボードセツト ろ，200円

※優待券20％OFFは、セットのみとします。

料金（潅副

ボード ろ，OOO円

フ、・』ツ ／，500円

セツト 4，000円

醤
価
覗
優
欄
欝
　
響
嚢
．

　
　
　
　
　
　
　
　
．
配
【
布
レ
髪
｝
ず
璽

　
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
「
特
別
優
待

券
」
を
配
布
し
ま
す
。
こ
の
優
待
券
に
は
．
数
々
の
特
典
が
付
い
て

い
ま
す
。

◆
特
典

①
リ
フ
ト
ー
日
券
が
2
、
O
O
O
円
に
な
り
ま
す
。

②
レ
ン
タ
ル
（
セ
ッ
ト
の
み
）
料
金
が
2
0
％
肝
に
な
り
ま
す
。

③
駐
車
場
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

④
リ
フ
ト
ー
日
券
購
入
者
に
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
・
ゆ
く
ら
妻
有
施

　
設
利
用
補
助
券
（
／
0
0
円
券
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
こ
の
券
／
枚
で
5
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

虫
勢

　
　
ご

釧
鑛

　　　　本券を持参されますとなかさと溝津スキー場

　　　及びミオンなかさと温泉施設・ゆくら妻有に限

　　　　り、次の割引鴉金でご利用いただけますので、ぜ

鰻盤璽器盛難1
　　　　轟　　　　　の

　　　　　　　　　ミオン
　　　　　　　　　繊と　発行人／中　　里　　村
　　　　　　派　　繭耀　　　　　　中里村観光協会

魏　饗繋鴨翫TEし。0257、63．31”
　　　　　毒　中鮒襯
ゆく5　ん鐘覇糊　FAX・0257“63“2044

　　　　　　　　　　　　有効期限200饗葎3月3幅
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鐵
厳

雛
『P』，灘、血』■

．
灘
驚
繋
チ
讐
饗

　
1
1
月
n
日
㈲
、
小
中
学
校
、
P
T

A
、
各
種
団
体
の
代
表
者
、
市
町
村

教
育
委
員
会
な
ど
、
郡
市
内
の
社
会

教
育
関
係
者
1
0
0
人
余
り
が
参
加

し
、
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
第

45

回
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市
社
会
教

育
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
関
口
弘
治
郡
市
社
会
教
育
振
興
会

長
が
「
今
日
の
社
会
教
育
大
会
で
得

灘
．
灘
灘
識
翻
案

　　　㌔嘱要　　　　　　　　　　　ヨ　

魍糟鍔鰍餓猷会・

▲若林常任理事による基調提

　
　
　
　
学
雛
の
環
・

ら
れ
た
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
育
み
、
自
ら
の
生
き
が
い
、

健
康
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
」
と
開
会
の
挨
拶
を
行
っ

た
後
、
若
林
栄
青
少
年
育
成
新
潟
県

民
会
議
常
任
理
事
が
「
未
知
な
る
未

来
へ
向
っ
て
ど
う
歩
ん
だ
ら
い
い
か
、

こ
の
地
域
・
風
土
の
中
で
ど
う

子
ど
も
を
育
て
、
自
分
は
ど
う

生
き
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
考

え
て
も
ら
い
た
い
」
と
基
調
提

案
を
行
い
、
分
科
会
に
移
り
ま

し
た
。

　
「
完
全
学
校
週
5
日
制
に
向

け
て
の
家
庭
・
学
校
・
地
域
の

あ
り
方
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
」
、
「
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
よ
る
健
康
づ
く
り
」
、
「
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
学
習
活
動
、

纏
サ
ー
ク
ル
活
動
」
の
3
つ
に
分
か
れ

た
分
科
会
で
は
、
「
生
き
る
力
と
い
う

も
の
は
学
校
だ
け
で
身
に
付
け
る
も

の
で
は
な
く
、
親
が
主
に
な
っ
て
身

に
付
け
さ
せ
て
い
く
も
の
」
、
「
児
童

生
徒
の
減
少
が
大
き
く
、
部
の
設
置
、

各
種
大
会
の
開
催
が
で
き
な
い
」
、
「
こ

れ
か
ら
は
中
高
年
が
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
」
、
「
自
分
が
楽
し
め
る

趣
味
を
持
つ
こ
と
が
心
の
健
康
に
つ

な
が
る
」
な
ど
各
市
町
村
の
現
状
や

問
題
点
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
若
林
常
任
理
事
は
「
2
1
世

紀
の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
～
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
に
～
」
と
題
し
、
「
明

日
は
も
っ
と
い
い
自
分
に
な
ろ
う
と
、

考
え
て
生
き
続
け
る
こ
と
が
生
涯
学

習
の
基
本
。
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

に
は
、
多
く
の
仲
間
、
健
康
、
生
き

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
。

▲市町村の現状等が話し合われた分科会

二
度
と
な
い
人
生
だ
か
ら
、
生
き
が

い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

饗
協
向
い
に

　
瓢
駐
在
所
鑑
犠

　
今
年
7
月
か
ら
移
転
工
事
を
し
て

い
た
田
沢
駐
在
所
が
J
A
十
日
町
中

里
支
所
向
い
に
完
成
し
、
1
1
月
2
4
日

樹
か
ら
新
駐
在
所
で
の
業
務
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
若
林
巡
査
は
「
新
し
い
駐
在
所
で

心
機
一
転
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
住
み

よ
い
中
里
村
に
な
る
よ
う
精
一
杯
頑

〈
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
っ
て
い
き
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ら
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

馨
◎
0
0
睾
を
記
念
O

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
る
お
融
3
公
園
に
櫨
．
繊

　
n
月
1
3
日
㈲
、
倉
俣
大
橋
た
も
と

の
桔
梗
原
う
る
お
い
公
園
で
山
本
村

長
、
上
原
収
入
役
、
太
島
農
林
課
長

が
「
2
0
0
0
年
記
念
植
樹
」
を
行

い
、
公
園
の
北
側
斜
面
に
ケ
ヤ
キ
（
1

本
）
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
（
1
本
）
、
ナ
ツ
ツ

バ
キ
（
4
本
）
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
「
自
然
豊
か
な
こ
の

地
が
、
次
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る

よ
う
に
」
と
2
0
0
0
年
を
記
念
し
、

㈱
新
潟
県
緑
化
推
進
委
員
会
魚
沼
支

部
か
ら
「
緑
の
募
金
」
支
部
緑
化
事

業
の
助
成
金
の
交
付
を
受
け
、
村
が

行
っ
た
も
の
で
す
。

灘

》
来
年
の
7
～
8
月
頃
　
ナ
ツ
ツ
バ
キ
が

　
白
い
八
重
の
花
を
咲
か
せ
ま
す

4



　
1
1
月
2
4
日
囲
、
十
日
町
市
市
民
会

館
で
「
知
事
と
の
さ
わ
や
か
ト
ー
ク
」

が
行
わ
れ
、
十
日
町
広
域
圏
6
市
町

村
か
ら
約
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。　

平
山
知
事
が
「
少
子
高
齢
化
と
い

う
大
き
な
社
会
現
象
の
変
化
の
中
で
、

中
山
間
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
皆
さ
ん
か
ら
気

力
・
意
欲
を
持
っ
て
、
こ
の
地
域
を

良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う
力
を
結
集

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
十
分
県
政
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
ト
ー
ク

に
移
り
ま
し
た
。

　
8
人
の
方
か
ら
「
笹
山
遺
跡
出
土

品
の
保
存
と
活
用
策
」
、
「
青
少

年
の
健
全
育
成
」
、
「
米
の
生
産

調
整
」
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問

や
要
望
が
出
さ
れ
、
中
里
村
か

ら
も
桑
原
清
一
さ
ん
（
角
間
）

と
吉
楽
一
幸
さ
ん
（
宮
中
）
が

「
清
津
川
ダ
ム
の
建
設
」
、
「
介

護
保
険
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
平
山
知
事
は
「
国
宝
に

ふ
さ
わ
し
い
展
示
施
設
な
ど
、

用
意
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て

い
き
た
い
」
、
「
親
、
学
校
、
地

域
が
愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も
を

育
て
、
接
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
か
、

そ
の
仕
方
・
表
現
方
法
は
色
々
あ
る

が
基
本
は
愛
す
る
こ
と
」
、
「
ダ
ム
建

設
の
基
本
計
画
策
定
の
た
め
実
施
計

画
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
段
階
な

の
で
、
調
査
結
果
が
出
な
い
と
最
終

的
な
判
断
は
で
き
な
い
。
来
年
地
元

の
意
向
も
出
て
く
る
の
で
、
事
業
方

法
等
を
含
め
て
見
直
し
を
検
討
し
な

が
ら
国
に
継
続
事
業
と
し
て
要
望
し

て
い
く
」
、
「
低
所
得
者
の
皆
さ
ん
が

困
ら
な
い
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
充
足
度
調
査
を
行
い
、

充
実
し
た
介
護
保
険
制
度
に
な
る
よ

う
国
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
」
な
ど

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

▲介護保険について質問する吉楽さん

◆
中
里
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
（
1
0
／
2
2
　
中
里
中
学
校
体
育
館
）

①
N
B
C
②
中
学
女
子
③
ト
ン
ネ
ル
エ
事

③
ヘ
ル
シ
ー
ジ
ャ
ー
キ
ー
（
中
学
男
子
）

【
M
V
P
】
エ
リ
ッ
ク
・
ケ
ン
イ
チ
（
里

中
A
L
T
）
樋
口
歩
美
（
朴
木
沢
）

灘

▲入ってちょうだい

◆
中
里
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
n
／
1
2
　
村
民
体
育
館
）

①
M
K
D
②
K
2
③
ラ
イ
ダ
ー
ス

▲MKD3連覇

◆
中
里
卓
球
大
会

　
　
（
n
／
1
9
　
田
沢
小
学
校
体
育
館
）

【
硬
球
シ
ン
グ
ル
ス
】
①
滝
沢
徳
治
（
重

地
）
②
山
田
具
明
（
通
り
山
）
③
柳
竜
夫

（
干
溝
）
【
硬
球
ダ
ブ
ル
ス
】
①
山
田
具
明

（
通
り
山
）
・
山
田
敦
（
宮
中
）
②
広
田
進

（
山
崎
）
・
柳
竜
夫
（
干
溝
）
【
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
シ
ン
グ
ル
ス
】
①
広
田
進
（
山
崎
）

②
滝
沢
徳
治
（
重
地
）
③
柳
竜
夫
（
干
溝
）

耀

▲スマッシュ！

◆
第
5
回
き
よ
つ
カ
ッ
プ

　
　
郡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
（
1
1
／
1
9
　
村
民
体
育
館
）

①
ド
リ
ー
ム
中
里
（
中
里
村
）
②
東
ク
ラ

ブ
（
十
日
町
市
）
③
み
な
み
ク
ラ
ブ
（
十

日
町
市
）
④
貝
野
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
中
里

村
）
⑤
川
西
マ
マ
（
川
西
町
）

▲フルセットの攻防戦
　ドリーム中里対貝野フェニックス

◆
郡
市
剣
道
大
会

　
　
（
n
／
1
9
　
川
治
小
学
校
体
育
館
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】
②
田
沢
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
A
（
渡
辺
駿
太
郎
、
上
原
一
功
、

滝
沢
光
）
③
田
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B
（
上

原
有
貴
、
鈴
木
敦
子
、
渡
辺
響
子
）
【
小

学
校
高
学
年
の
部
】
①
田
沢
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
A
（
村
山
絵
理
、
井
ノ
川
美
里
、
吉

楽
美
里
）
③
田
沢
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B
（
大

口
貴
子
、
小
川
由
希
子
、
若
月
涼
）
【
一

般
・
高
校
団
体
の
部
】
②
原
田
一
、
樋
口

徹
、
滝
沢
秀
雄
、
樋
口
隆
司
、
樋
口
秀
夫

【
一
般
・
高
校
個
人
の
部
】
①
樋
口
秀
夫

▲今年も優秀な成績を収めました

◆
中
里
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

　
　
　
　
　
（
H
／
2
6
　
村
民
体
育
館
）

【
小
学
生
低
学
年
の
部
】
①
倉
俣
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
（
倉
俣
小
）
②
が
ん
ば
れ
赤
組
貝

野
小
（
貝
野
小
）
③
貝
野
ボ
ン
バ
ー
ズ
（
貝

野
小
）
【
小
学
生
高
学
年
の
部
】
①
T
H

P
チ
ー
ム
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
貝
野

小
）
②
清
津
峡
サ
ン
ダ
ー
ス
（
清
津
峡
小
）

③
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
高
道
山
小
）

【
一
般
の
部
】
①
パ
ワ
フ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
ズ

（
倉
俣
）
②
げ
ん
に
ょ
ん
ず
（
倉
俣
）
③

オ
ラ
オ
ト
ナ
ー
ズ
（
貝
野
）

▲今年は20チームが参加

平成／2年12月10日広報なかさと5



灘
霧
ど
導
の
変
化
峰

…
難
翌
い
τ
い
ま
す
繊
編

　
今
年
度
の
最
後
と
な
る
「
第
6
回
な
か
さ
と

ト
キ
メ
キ
大
学
」
が
、
n
月
1
6
日
㈲
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
9
年

に
県
派
遣
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
な
り
、
現
在
、

長
岡
市
で
不
登
校
児
の
訪
問
相
談
員
な
ど
を
行

っ
て
い
る
、
片
山
さ
ゆ
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、▲受講生もメモをとりながら聞き入ってし

　　　　．．駄．態　　灘

▲事例を変えながら講義を

　行う片山さん

庭
教
育
　
子
ど
も
の
心
と
そ
の
対
応
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
片
山
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
何
を
求
め
て
い
る

か
分
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と
、
自
立
心
を
養
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
。
子
ど
も
と
の
会
話
の
中
で
、

他
人
の
存
在
を
無
視
し
て
い
る
よ
う
な
発
言
、

人
を
人
と
も
思
わ
ぬ
言
葉
に
注
意
」
な
ど
、
子

育
て
の
ポ
イ
ン
ト
や
親
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
、

事
例
を
交
え
な
が
ら
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
義
終
了
後
、
富
井
教
育
長
が
「
今

後
も
、
皆
さ
ん
の
二
i
ズ
に
合
っ
た
学
習
を
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
今
年
度
の

ト
キ
メ
キ
大
学
が
閉
講
し
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
国
民
年
金
委
員
活
動
が
顕
著
で
あ

る
と
し
て
、
村
山
篤
稔
さ
ん
（
田
沢
）
が
社
会
保
険

功
労
者
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
長
表
彰
を
受
賞
し
、

n
月
1
5
日
㈱
役
場
応
接
室
で
本
田
三
郎
新
潟
社
会
保

険
事
務
局
六
日
町
事
務
所
長
か
ら
表
轍
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

▼本田事務所長から

　村山さんへ表彰状が手渡されました

羅

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な

季
節
料
理
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ

と
で
、
ム
フ
回
は
「
里
芋

入
り
か
や
く
ご
飯
」
の

作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
米
は
洗
っ
て
ざ
る
に
あ
げ
、
水
気
を
切
る
。

②
里
芋
は
洗
っ
て
皮
を
む
き
、
四
つ
切
り
に
す
る
。
（
小
さ

　
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
）

③
油
揚
げ
は
油
抜
き
し
、
短
冊
に
切
る
。

④
人
参
は
や
や
太
め
の
千
切
り
、
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に

　
し
て
水
に
つ
け
、
ア
ク
抜
き
を
し
て
お
く
。

⑤
炊
飯
器
に
米
、
水
、
調
味
料
、
具
を
入
れ
、
普
通
に
炊

　
＜
。

⑥
炊
き
あ
が
っ
た
ら
、
ざ
っ
と
混
ぜ
て
器
に
盛
る
。
お
好

　
み
で
枝
豆
や
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
散
ら
し
て
出
来
上
が
り
。

★
渡
辺
さ
ん
か
ら
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
シ
ラ
ス
を
入
れ
る
と
、
だ
し
が
出
て
美
味
し
く
な
り
ま

　
す
。

・
里
芋
は
大
き
め
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

・
水
加
減
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
具
が
ひ
た
ひ
た
に
な
る

　
位
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
か
や
く
ご
甑
」
に
つ
い
て
＝
一
目

　
お
か
ず
と
主
食
が
一
緒
に
食
べ
ら
れ
、
し
ら
す
で
カ
ル

シ
ウ
ム
も
補
給
で
き
ま
す
。
忙
し
い
時
、
手
っ
取
り
早
く

簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
一
度
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
ぶ
し
会

　
　
渡
辺
ミ
ネ
さ
ん
（
田
中
）

◆
『
か
や
く
ご
甑
』
の
材
科

　
　
　
　
　
　
　
（
4
～
6
人
分
）

・
　
米
　
…

・
里
芋
・
…

・
油
揚
げ
：
：

・
人
　
参
－
－

・
ご
ぼ
う
…

・
し
ら
す
…

・
枝
豆
又
は
グ
リ
ン
ピ
ー
ス

・
水
：
…
：

・
し
ょ
う
油
…
…
…

・
み
り
ん
…

・
酉
…
…
、
…
：

　
、
、
ノ

・
黒
こ
し
ょ
う
（
粗
び
き
）
…

O
　
　
●
　
　
●
　
　
0
　
　
9

●
　
　
●
　
　
●
　
　
9

　
0

●
　
　
●
　
　
　
　
　
●

●
　
　
●
　
　
■

●
　
　
●
　
　
●
　
　
■

　
●

O
　
　
O
　
　
●
　
　
●

…
…
…
3
カ
ッ
プ

…
…
…
5
0
0
9

…
…
…
…
…
／
枚

…
…
：
…
：
…
3
0
9

…
…
：
…
：
…
3
0
9

…
…
：
…
：
…
4
0
9

　
　
　
　
…
5
0
9

…
…
－
－
5
カ
ッ
プ

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
…
…
大
さ
じ
・

　
　
　
　
　
　
　

－
…
…
－
大
さ
じ
ー

　
－
…
－
大
さ
じ
ー

　
　
　
　
…
少
々

騰
欝
雛

〉
お
か
ず
が
な
く
て
も

　
　
　
何
杯
で
も
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
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降
雪
期
を
迎
え
、
高
い
山
に
も
白

い
も
の
が
見
え
始
め
て
き
ま
し
た
。

雪
国
の
生
活
確
保
の
た
め
、
よ
り
快

適
な
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
今
年
も

道
路
除
雪
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
除
雪
直
後
の

　
　
　
　
　
雪
出
し
禁
止
！

　
除
雪
作
業
中
に
自
宅
の
庭
先
等
の

雪
を
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
出
す
ケ
ー
ス

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
中
に
は
き
れ

い
に
な
っ
た
後
も
か
ま
わ
ず
出
す
人

が
い
ま
す
。

　
1
台
の
除
雪
車
で
4
㎞
も
担
当
し

て
い
る
た
め
、
雪
を
多
く
出
さ
れ
る

と
除
雪
に
時
間
が
か
か
り
、
最
後
の

除
雪
区
域
の
除
雪
終
了
時
間
に
遅
れ

ま
す
。
通
勤
等
の
車
に
非
常
に
迷
惑

に
な
り
ま
す
の
で
、
除
雪
直
後
の
雪

出
し
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
立
ち
木
の

　
　
　
　
　
　
枝
お
ろ
し
を
！

　
除
雪
車
の
車
高
が
高
い
た
め
、
道

路
脇
の
立
ち
木
の
枝
等
が
邪
魔
な
ケ

ー
ス
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
除
雪
作

業
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
枝
お

ろ
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
降
雪
1
2
㎝
で
出
動
！

　
村
道
除
雪
の
場
合
、
降
雪
1
2
㎝
で

出
動
す
る
態
勢
を
整
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
村
除
雪
に
要
し
た
経
費
は
、

1
億
5
百
万
円
で
す
。
こ
の
内
、
交

付
税
等
で
村
に
入
る
収
入
は
約
6
割

程
度
で
す
。
残
り
の
約
4
千
万
円
は

村
の
単
独
費
で
す
。

　
貴
重
な
税
金
を
有
効
に
使
用
す
る

た
め
、
効
率
的
な
除
雪
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
水
は
ね
注
意
！

　
歩
行
者
の
脇
を
車
が
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
さ
ず
に
通
過
し
、
水
を
か
け
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
通

勤
・
通
学
時
に
水
は
ね
の
被
害
に
遭

う
と
、
一
日
中
不
愉
快
に
な
り
ま
す
。

　
お
互
い
に
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
水

は
ね
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

冬期道路除雪平常確保路線計画図

　　　　　　　　　／

㊥小千谷＋日町津南線弊轡

輝

　　　　　　　　　　　　　　雌

信濃川　黛
　　　　　　　黙
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＿薫…一　輿一
　　　　漏　鯉≡

ごφまψ

緒一　～～　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　φ
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貼田沢市之趣豊里．

鷹開

、羅　　欝 飛　　　糊

国
　
県
　
道

第1種路線醗 2車線確保
第2種路線懸

2車線確保、状況
によっては1車線

第3種路線囲 1車線確保

村
　
道

A種路線 醗 1車線以上確保

B種路線 口 1車線確保

1厨煮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　申　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　一　　　　　　　　　　　　　　A　＿　　　　　　　　　　　　　＿ノー一　、一F㍉
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下

0
　
倉

高道山

角間

　
　
ヤ
ヤ
ペ
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（
㌦
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、

噌
。
っ
の
㊤
田

　
　
　
　
ぺ
　

秘醸モ　
　
　
　
　
　
　
方

　
　
　
　
　
　
　
西

　
　
　
　
　
　

　
　
　
地
　
清
。

　
　
　
重

了
　
　
　
　
山

〆

チ

西田

　
　
レ
、

　
　
、
《
写

　
　
“
、
、
、

　
　
、
胃
．
勾

　
　
講

　
蕉
’
鰹

　
、
・
影

　
咲
誘

　
謬
乳

　
、
轟

ロ
や鱒と

欝
尊
寒遷’

ダ
・

　
号

　
5
3

　
　
㌧

マ
　
一

　
　
沢

嘘

m
　
葎

＝
、
瞭

＼“～

　
　
‘

原

鯉
多
・

駐
〆

小出介遭
　　噛

◆消雪パイプの故障等がありましたら、国県道は土木事務所、村道は役場建設課へ連絡をお願いします。
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1

　
　
　
れ

　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
ま

・複雑な政策課題に的確に対応できるよう、1府22省庁から1
府12省庁に大くくりに再編成します。

・内閣官房や新設される「内閣府」が、各省よりも一段高い立場

から政府内の政策の総合調整を行うことなどにより、いわゆる
「縦割りの行政」の弊害を排除します。

・各府省の大臣の下に副大臣や大臣政務官を設置して、政治主導
の政策決定を行いやすくします。

この再編成は、今まであった

省や庁がくっついて大きな省庁

になるわけではないんだよ。政

府のやるべき仕事をどのように

分担したらいいかを考えて曳1

府12省庁がまったく新しくでぎ
るんだ。

（

　◎θ4

云

4

鐵

蕪　
嚢
　
　
灘

　
　
　
講

　
　
　
鐵

　
　
　
　
鑓

蒙

．灘

雛

叢

欝

懲

・特命担当大臣二

顯繕錘雛繍
翻騰灘獺
懇翻磁

経済財政諮問会議

総合科学技術会議

中央防災会議

男女共同参画会議

　　　叢

欝閣鷺欝『

灘鐵縷雛簿 繋墾擬鷺饗議

郵

5
5
　
葦
　
融
　
雪

　
　
5

　
　
5

　
　
置

　
　
　
蓑

　
　
　
－

　
　
　
馨

蕪

（注1〉

継

難

　難簾籔難
（注2）蔓　　調

灘

難

叢

灘

簸

灘

欝

灘、　霧

饗

業
　
雛
　
　
難

　
　
　
議

　
　
　
　
難

叢

縷
　
鍵
　
　
雛

　
　
　
繊

　
　
　
　
鐸

叢
　
懸

縷
　
鷺

壌
　
鑑

無

（注1）金融庁は平成12年7月設置、金融再生委員会は平成13年1月廃止。
（注2）郵政事業庁は平成15年中に郵政公社に移行。
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中央省庁改革～政府が生まれ変わります

■内閣官房の機能を充実
　内閣の重要政策などの企画立案・総合調整機能
　を担当し、総理のリーダーシップを支えます。

澱 　
》

　
　
　
逢

薄
婆
　
幽
甥
■
頃
■
．
藝
銀
§
嬉
』

●内閣総理大臣補佐官

　従来の3人以内から5人以内に拡充し、総理
　を強力に補佐します。
●内部組織

　優秀なスタッフを、行政組織の内外から起用
　します。

2001年4月
スタート

■内閣府の新設

　内閣に「内閣府」を新設し、国政上の重要事項
　について企画立案し、政府全体の総合調整を行
　います。
　●特命担当大臣（沖縄・北方対策担当、金融庁
　　担当、その他）

　　重要課題に関する大臣レベルの調整を可能に
　　します。
　●重要政策に関する会議（経済財政諮問会議、

　　総合科学技術会議、中央防災会議、男女共同
　　参画会議）

　　政府内外の人材の英知を結集し、国政上の重
　　要事項を審議します。
　●内部部局等
　　優秀なスタッフを、行政組織の内外から起用
　　します。

内閣官房と内閣府は、その他の省庁

のまとめ役をしながら、総理大臣が国

全体のものごとを決めるのに必要な助

けをするんだ。今回の省庁改革では、

総理大臣のリ。ダーシップを高めるこ

とが一つの大きな目標だから、内閣府

をつくることもその一つの方法なわけ
だね。

　政府が現在行っている仕事の中には、政府から
独立して自律的に仕事をするほうが効果的なもの
もあります。そのような仕事は政府から切り離し、
独立行政法人という新しい仕組みの下で仕事を進

めることになりました。これによって、仕事の効
率がよくなるだけでなく、国民の皆さんの声をよ
り受け止めやすく、よりよいサービスが提供でき
るようになります。

組織を政府から切り離すといっても、

政府との関係をなくしてしまうことで

はないんだよ。政府が3～5年間でやる

べき目標を決め、具体的なやり方につ

いてはそれぞれの独立行政法人に任せ

ることにするのさ。まず来年4月には、

美術館、博物館、研究所など全部で57

の独立行政法人ができることになるん
だ。

　国が行っている事務や事業の廃止・民営化、民
間委託の推進、独立行政法人化、規制緩和、地方
分権、補助金などの見直しなど、国の仕事の減量
を徹底します。あわせて、大胆な人員や組織のス
リム化に取り組みます。

●省庁数（1府22省庁から1府12省庁に）
●各省庁の官房・局の数（128から96に）、課・

　室の数（約1200から約1000に）
●国家公務員定員数（10年間で25％削減）
●審議会の数（211から90に。特に、墓本政策
　を審議する審議会は約1／6に）

政府本体をできるだけ小さく

して、ムダな部分がないように

しようとしているんだね。例え

ば、これまで政府が行っていた

仕事の中で、今後は必要がなく

なると思われる仕事をなくした

り、政府以外のところでできる

仕事はほかの組織に任せるよう

にするんだ。

参㌶

9 広報なかさと 平成12年12月10日
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平成12年11月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 叢事費・ 、講．負　業者

村道宮中家ノ中支線改良工事 宮　　中 2，100，000円 石光建設　　村山光輝

林道田代線改良（交安）工事（2工区） 田　　代 2，835，000円 南雲産業　　南雲久作
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貝野地区簡易水道の水質検査結果をお知らせします
◆採水場所　羽鳥直嗣宅管末水　　◆採水日時　平成12年7月10日　午前11時　　◆採水時残留塩素　0。2mg／9

検　査　項　目 検餐成績 水質基準 検　査　項　目 検査成績　、 水質基準
一　　般　　細　　菌 0 1mO中　100以下 ク　ロ　ロ　ホ　ル　ム 0．001　未満 0．06mg／9以下

大　　腸　　菌　　群 検出しない 検出されないこと ジブロモクロロメタン 0．001　未満 0．1mg／9　以下

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0．8 10mg／9　以下 ブロモジクロロメタン 0．001　未満 0．03mg／9以下

鉄 0．03　未満 0．3mg／9　以下 ブ　ロ　モ　ホ　ル　ム 0．001　未満 0．09mg／9以下

塩　素　イ　オ　　ン 9．0 200mg／9　以下 総トリハロメタン 0．001　未満 0．1mg／9　以下

硬　　　　　　　　　度 73 300mg／9　以下 カ　　ド　ミ　ウ　ム 0．001　未満 0．01mg／9以下

蒸　発　残　留　物 148 500mg／9　以下 水　　　　　　　　　銀 0．00005未満 0．0005mg／9以下

有　　機　　物　　等 0．2　　未満 10mg／9　以下 セ　　　　レ　　　　ン 0．001　未満 0．01mg／9以下

pH値 7．2 5．8～8．6 鉛 0．001　未満 0．05mg／9以下

味 なし 異常でないこと ヒ　　　　　　　　素 0．001　未満 0．01mg／9以下

臭　　　　　　　　気 なし 異常でないこと 六　価　　ク　ロ　ム 0．005　未満 0．05mg／9以下

色　　　　　　　　　度 1　　　未満 5度　　　　以下 シ　　　　ア　　　　　ン 0．001　未満 0．01mg／9以下

濁　　　　　　　　　度 0．1　　未満 2度　　　　以下 フ　　　　ツ　　　　素 0．08　未満 0．8mg／ρ　以下

アンモニア性窒素 0．1　　未満 亜　　　　　　　　鉛 0．01　未満 1．Omg／9　以下

トリクロロエチレン 0．001　未満 0．03mg／9以下 銅 0．01　未満 1．Omg／9　以下

テトラクロロエチレン 0．001　未満 0．01mg／9以下 ナ　　ト　リ　ウ　ム 8．2 200mg／9　以下

1，1，1一トリクロロエタン 0．001　未満 0．3mg／9　以下 マ　　　ン　　ガ　　　ン 0．005　未満 0．05mg／C以下

四　塩　化　炭　素 0．0002未満 0．002mg／9以下 陰イオン界面活性剤 0．02　未満 0．2mg／ρ　以下

1，2一ジクロロエタン 0．0004未満 0．004mg／9以下 フ　ェ　ノ　ー　ル類 0．005　未満 0．005mg／9以下

1，1一ジクロロエチレン 0．002　未満 0．02mg／9以下 1，3一ジクロロプロペン 0．0002未満 0．002mg／9以下

ジク　ロ　ロ　メ　タン 0．002　未満 0．02mg／9以下 チ　　ウ　　ラ　　ム 0．0006未満 0．006mg／9以下

シスー1，2一ジクロロエチレン 0．004　未満 0．04mg／9以下 シ　　マ　　　ジ　　ン 0．0003未満 0．003mg／9以下

1，1，2一トリクロロエタン 0．0006未満 0．006mg／9以下 チオベンカルブ 0．002　未満 0．02mg／9以下

ベ　　　ン　　ゼ　　　ン 0』001　未満 0．01mg／9以下

判　　　　　定 水道法の水質基準に適合します。
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生産意欲を失う減反政策／六地の芸術祭／

地方分権の時代に求められる教育改革／

ごみ収集の有料化について

2 吉楽周治 十日町地域広域行政のあり方

3 大島昭三 市町村合併について
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田国固回

服部未咲ちやん（・歳）⑱
清高・身和子さん夫妻の長女（小原）

　滑り台が大好きな未咲ちゃん。怖

がらずに一人で何回も上り下りして

遊んでいます。また、スイッチをか

まうことを覚え、人が見ているテレ

ビを消したり、チャンネルを変えた

りと．いたずらしています。

　rお父さんは一緒にお風呂に入る

のが一番の楽しみで．いつまで一緒

に入ってくれるかなと言っているん

ですよ」とお母さん。未咲ちゃんに

「健康第一、優しい子になってね」

本
東
方
町
字
中
山
1
9
2
1
1
2

E
O
2
5
8
－
4
7
－
8
0
0
1

　
　
　
　
　
　
ゆ
ハ

　
　
　
　
・
。
勝

蓑
…
姦
…
㎜
謂

ワ
躍二

男

　ドレも

譲
。ρ

さl

Q

2
0
0
響
傭
験

　
　
　
ク
婁
羅
灘
諾
教
室

◆
日
時
及
び
内
容

・
紐
潟
稲
日
㈲

　
午
後
6
時
～
8
時

「
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
」

　
　
　
　
（
一
人
一
台
持
ち
帰
り
）

・
紐
月
盤
日
樹

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

　
「
お
正
月
料
理
」

　
　
手
綱
ず
し
、
新
巻
鮭
の
南
蛮
煮
、

　
　
く
る
み
生
酢
、
胡
麻
豆
腐
、
沢

　
　
煮
椀

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ
ろ
ん
」

◆
募
集
定
員
　
1
8
名

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
　
5
0
0
円

◆
持
参
す
る
も
の
　
エ
プ
ロ
ン

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

B
5
2
－
3
1
0
7

　
　
　
　
）
動

　
　
　
り
q

ゐ
、

r
　
、
ノ

　
　
7
　
刀

遊
び
傭
灘
姫
必
よ
／

　
　
国
営
越
後
建
陵
公
園

　
越
後
丘
陵
公
園
は
、
平
成
1
3
年
1

月
2
日
　
閃
か
ら
冬
季
開
園
し
ま
す
。

冬
季
の
公
園
は
、
な
だ
ら
か
な
斜
面

に
口
i
プ
リ
フ
ト
を
設
置
し
家
族
が

安
心
し
て
ス
キ
i
・
ソ
リ
・
ス
ノ
ー

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
ゲ
レ
ン
デ
と
な
り
ま
す
。

◆
冬
季
開
園
期
間

　
1
月
2
日
一
閃
～
3
月
中
旬
ま
で

◆
開
園
時
間

　
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分

◆
休
園
日

　
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
火
曜
日
）

※
3
月
中
旬
～
4
月
中
旬
ま
で
は
春

に
向
け
て
の
開
園
準
備
の
た
め
休
園

◆
利
用
料
金

　
入
園
料
、
駐
車
料
、
ロ
ー
プ
リ
フ

ト
使
用
料
は
無
料

※
ソ
リ
、
ス
ノ
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な

　
ど
の
貸
出
し
は
有
料

◆
リ
フ
ト
運
行
日
時

　
土
・
日
・
祝
日
の
み

　
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

※
相
談
で
団
体
利
用
に
限
り
、
平
日

　
の
リ
フ
ト
運
行
も
可
能

◆
問
合
せ
先

　
越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
　
業
務

課
企
画
係
（
担
当
　
伊
藤
・
山
田
）

〒
9
4
0
1
2
1
4
5
　
長
岡
市
宮

「
緑
の
講
講
ー
ジ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
織
誓
卜
V

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
1

　
～
小
正
月
得
籍
蓬
楽
聾
懸
う
5

◆
目
時

　
1
月
1
3
日
ω
～
1
4
日
旧

　
1
3
日
午
後
1
時
～
1
4
日
午
後
1
時

◆
場
所

　
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
対
象

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
P
T
A

活
動
関
係
者
、
青
少
年
活
動
団
体
指

導
者
、
社
会
教
育
関
係
者
、
教
員
等

※
児
童
・
生
徒
の
同
伴
可

◆
定
員
　
先
着
4
0
人

◆
経
費
　
3
、
5
0
0
円

※
同
伴
の
子
ど
も
は
3
、
0
0
0
円

◆
携
行
品

・
筆
記
用
具
、
運
動
着
、
運
動
靴
、

長
靴
、
洗
面
用
具
、
着
替
え
、
軍
手
、

雨
具
（
傘
は
不
可
）
、
帽
子
、
常
備
薬
、

．
保
険
証
（
写
し
）
な
ど

◆
主
な
活
動
内
容
　
　
　
　
　
、

　
さ
い
の
神
、
餅
つ
き
、
和
凧
作
り

と
凧
揚
げ

◆
申
込
み
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
送

付
、
ま
た
は
電
話
・
F
A
X

◆
申
込
締
切
　
1
月
9
日
（
火
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
3
－
O
O
1
2
　
西
蒲
原

郡
巻
町
大
字
越
前
浜
5
5
9
7
－
1

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

E
O
2
5
6
－
7
7
1
2
1
1
1

隙
0
2
5
6
－
7
7
－
2
1
1
4

住
宅
金
融
饗
揮

　
　
　
か
癖
の
纏
細
ら
せ

　
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
で
お

困
り
の
方
、
返
済
負
担
を
大
き
く
軽

減
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
ご
返
済
中
の
金
融
機

関
ま
た
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
店
（
B
O
2
7
1
2
3
2
－
6
6

5
6
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
平
成
1
3
年
3
月
末
ま
で
受
付
け

ま
す
。
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團闘圏闇

集
ま
轟
融
ん
な
仲
良
し
■

　
～
楽
し
く
体
験
　
慧
の
遊
び
～

◆
日
時

　
1
月
2
7
日
ω
～
2
8
日
㈲

　
2
7
日
午
後
1
時

　
　
　
　
～
2
8
日
午
後
1
時
3
0
分

◆
場
所

　
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
対
象

　
小
学
校
4
・
5
・
6
年
生

◆
定
員
　
1
5
0
人

◆
申
込
締
切
　
1
月
1
9
日
囲

※
参
加
不
可
能
な
場
合
の
み
連
絡

◆
経
費
　
3
、
7
0
0
円

◆
携
行
品

　
筆
記
用
具
、
防
寒
具
、
帽
子
、
手

袋
、
運
動
靴
（
内
ば
き
）
、
洗
面
用
具
、

常
備
薬
、
保
険
一
証
（
写
し
）
な
ど

◆
主
な
活
動
内
容

　
さ
い
の
神
、
餅
つ
き
、
昔
の
遊
び

体
験
、
コ
ー
ス
別
工
作

◆
申
込
み
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

保
護
者
が
押
印
の
上
、
郵
送
ま
た
は

F
A
X

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
〒
9
5
3
1
0
0
1
2
　
西
蒲
原

郡
巻
町
大
字
越
前
浜
5
5
9
7
1
1

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

盈
0
2
5
6
1
7
7
1
2
1
1
1

剛
0
2
5
6
－
7
7
1
2
1
1
4

　　　、隻　　蟻亀　l　o　，　ρρ　　ノ！

！
　　　　　　　　　　　　」角＿　　　　　　　　　　　、

　へ
∈）O

lbl

　O

汚れたランプは清掃を
（財東北電力保安協会

　　　　　　　　　　　　　　　、金．　　　　　　　　　　　　　賃　　　　　　　　　　　、低　　　　　　　　　最　　　　　　　の．　　　　県、　　潟新
最低賃金

の名称

最低賃金額
適用の範囲

効力発生

隼月臼臼　額 時間額

新　潟　県

最低賃金
　　円
5，089

　　円

637

下記の産業別最低賃金が適用除外
となる業種・業務・年齢を含め、

県内すべての事業場で働くすべて
の労働者に適用。一

12．9．30

産業別
最低賃金

最低賃金額
適用除外業務及び隼齢

効力発生

年月田田　額 時間額

電気機械器
具製造業（電

球製造業及
び電気計測

器製造業を
除く）

　　円
5，858

　　円

733

1．18歳未満または65歳以上の者
2．雇い入れ後6月未満の者であっ
　て、技能習得中の者
3．次に掲げる業務に主として従事
　する者
（イ）清掃または片付けの業務
（ロ）操作が容易な小型機械を使
　　　用して行う電気機械器具部
　　　品の組立て、または加工業
　　　務
（ハ）組線、巻線、端末処理、は
　　　んだ付け、取り付け、穴あ
　　　け、曲げ、みがき、刻印打
　　　ち、かしめ、塗油、検品、
　　　材料の送給、取りそろえ、
　　　選別、袋詰、箱詰め、包装
　　　の業務
（二）運搬（動力によるものを除
　　　く）、用務員、賄いの業務

12．12．8

各種商品
小　売　業

　　円
5，584

　　円

698
1．18歳未満または65歳以上の者

2．雇い入れ後6月未満の者であっ

　て、技能習得中の者

3．清掃、片付け、または賄いの業

　務に主として従事する者

12．11．30

自動車（新
車）、自動車

部分品・附
属品小売業

　　円
5，831

　　円

730
12．11．23

「あなたの安心　家族の安心　労働保険で支える社会」

◆労働者を一人でも雇用する事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）

　の手続きが必要です。

◆詳しくは、新潟労働局（EO25－234－5921）、または最寄りの労働基準

　監督署まで。

崩｛廣田鐸｝干溝

灘｛石耀呈｝田中

嶽
｛鈴木幸生　芋　川

江　村　美津子　　津南町

倉
肺
聾

土
五

弘
美

和
裕

林
間

小
風

｛

鈴木リヨ（90）重地
阿部イセ（92）高道山

富井ミヨキ（76）市之越

斎喜マサ子（75）倉　俣

村山八一（77）東田沢

南雲元一（65）堀之内
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

金月の納税と振替国

田国保税（擢2月25日）
■介護保険料　“2月25日1

■保　　育　　料　（桧月25臼）

■国罵年金（譲2月25日）

■上下水道（糞2月25日1

灘
．
’
藝

難

40件

一2人

50人

34日

●交通事故件数

●死　　　　者

●傷　　　　者

●死亡事故ゼロ

平成12年／2月／0日広報なかさと13



／脚12月15日～1月5日
　　　　　　　き

レンター
15團

心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ／

スセンター　013：30～16二〇〇

i16仕）

17（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（≡）11二〇〇～11：40

・18（月）

…19㈹ 遊びの教室　合総合センター

09：30～10：00受付

20㈱
補聴器相談（リオン）　合役場

013：45～14二〇〇

　　　　4
…21㈱

122囲

心配ごと相談（南雲勝男）　合ディサービス

セ！ンター　（D13：30～16：00

行政相談　合老人福祉センター
013二30～／6二〇〇

23㈲
祝目　天皇誕生日

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019二〇〇～

24（日） ドーム中里き☆らoら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　（竺）11二〇〇～11二40

25（月） 補聴器相談（キコエ）　合役場

（D15：30～16二〇〇

26㈹

27㈱

28㈱ 役場御用納め

29囲

30佳）

31（日）

1（月）
祝日　元旦

2㈹

3㈱

4休）役場御用始め

5囲
心配ごと相談（村山篤稔）合ディサービスi

セ：ンター　（D13二30～16二〇〇

縫…響鯉蓋i簿灘
憲

　　　　　11月末現在（）は前月比

●人　ロ　　男3，270人（一1）

　　　　　　女3，257人（一1）

　　　　　　計6，527人（一2）

●世帯数　　　　1，715　（十1）

◆公民館12月29日囲～1月3日伽
◆倉俣診療所12月29日囲～1月3日伽
◆歯科診療所12月28日休）～1月4日休）午前中

　イ）年の瀬は　ゆとりと笑顔で　安全運転～

　一人ひとりが交通ルール・交通マナーを守り、交通事故

に遭わないよう、また起こさないよう十分注意しましょう。

◆運動の重点

　1．高齢者の交通事故防止

　2．夜間における交通事故防止

　3．飲酒運転の追放

　12月は、1・4・7・10月決算法人の中問、または確定

分にかかる消費税及び地方消費税の申告と納税の月です。

忘れずに期限内に申告と納税を済ませましょう。

◆問合せ先　十日町税務署　盈52－3181

12／17 大島医院樺論響1

認　12／23

▼

㊦山口医院響蹄幣

上村病院糊3里2謬
一
　 12／24 大坪医院響碕謂
葭　12／29

庭野医院禅箭謬

　
遠
く
の
山
も
白
く
雪
化
粧
を
始
め
、

本
格
的
な
冬
将
軍
の
到
来
も
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
冬
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

　
忘
年
会
と
称
し
て
何
か
と
飲
む
こ

と
が
多
い
1
2
月
で
す
が
、
胃
腸
・
肝

臓
な
ど
壊
さ
な
い
よ
う
に
体
と
相
談

し
て
飲
み
た
い
も
の
で
す
ね
。
と
は

い
っ
て
も
、
い
ざ
飲
み
始
め
る
と
つ

い
つ
い
羽
目
を
は
ず
し
て
し
ま
い
、

二
次
会
、
三
次
会
、
帰
宅
は
午
前
様
。

い
く
ら
酔
っ
て
も
自
分
の
帰
る
家
は

間
違
わ
ず
、
朝
目
覚
め
る
と
、
ち
ゃ

ん
と
自
分
の
布
団
の
中
…
…
。
不
思

議
な
も
の
で
す
。
こ
れ
も
帰
巣
本
能

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
？
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